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良かった点 改善するべき点

担当教官のコメント

・特に決まった制限もなく､自由に観察､実験させてくれる

ところ。

・予定を自分たちで立てること、やることを自分で決める

こと、 先生やTAが楽しいこと。�

・自主的な実験とかも、サポートしてくれた。自由に実験

ができる環境だった。質問に関する説明がしっかりして

いた。実験以外の役に立つ話も聞けた。�

・やることがたくさんあり、大変だったが充実していて発

生学に興味を持たせるような実験だった。�

・鳥類で発生学を学べてよかった。なんでも解剖できる自

信（？）がついた。�

・自分で計画を立てて実験できるところが良かった。全体

の雰囲気が良かった。先生の研究内容も聞けて、非常に

参考になった。

・実験内容が面白かったので、とても楽しかった。

・先生が他の人と実験の内容（進度や出来栄えなど）を比

べるところ。比べてもいいが、あまり口に出さないで欲

しい（Ｎ先生）�

・研究室での作業があると、4年生の生活が覗えてよい（例：

Ｓ研・代謝生理化学実験）�

・特になし。�

・生徒一人あたりに対する顕微鏡や解剖用のはさみなどの

実験器具が少ない。増やしてほしい。�

・内容が濃くてよいのだが、要求は多すぎて単位数とのバ

ランスがよくない。

良い 普通 良くない

12 01

興味深さ

良い 普通 良くない

12 01

分かり易さ

良い 普通 良くない

9 04

話し方・速度

良い 普通 良くない

8 05

板書・プリント・
他メディア

良い 普通 良くない

8 05

シラバスとの
整合性

良い 普通 良くない

9 13

あなた自身の
取り組み

良い 普通 良くない

9 04

あなた自身の
満足度
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